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福部町のまちづくり
構想について

福部町総合支所
地 域 振 興 課

Ⅰ 現在の状況
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１．福部町とは

砂丘らっきょう

人 口 2,654人
世帯数 1,049世帯
集落数 21集落

鳥取砂丘

位 置 鳥取市北東部
らっきょうの花

二十世紀梨

R6.4.1現在

２．まちづくり構想とは

構想の７つの柱
①福部中心部の中心地機能の拡充
②山陰自動車道の新インターチェンジの設置
③新インターチェンジ付近への道の駅等の設置
④新たな道の駅等と福部町中心部の中心地機能の関係
⑤町内移動手段の改善
⑥塩見川の治水対策の強化
⑦居住促進の取組

策定の経緯
平成２９年度に、鳥取市総合政策調査委託事業で鳥取大学地域学部に調査
業務を委託し、策定。
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３．まちづくり構想基本計画とは

計画の８つの施策
①山陰近畿自動車道の新インターチェンジの設置
②新インターチェンジ付近への道の駅等の設置
③新たな道の駅等と福部町中心部の中心地機能の連携
④福部中心部の中心地機能の拡充
⑤町内移動手段の改善
⑥居住促進の取組
⑦塩見川等の治水対策の強化
⑧防災・防犯対策の充実

策定の経緯
平成３０年度に、鳥取市福部町総合支所と福部地域振興会議で、同構想の
実現に必要な基本計画を策定。（令和５年度に２期計画に改訂）

まちづくりワークショップ開催状況(H30)

４．５年間の取組の成果（進捗した取組）

⑧防災・防犯対策の充実
・防災施設の整備と防災活動の強化
・通学路防犯灯の充実

⑦塩見川等の治水対策の強化
・塩見川河川改修事業の実施

④福部中心部の中心地機能の拡充
・総合支所の耐震化と複合化
・山陰本線福部駅による鉄道利用促進 ＪＲ福部駅

塩見川河川改修事業

鳥取市消防団福部地区団主にハード整備が進捗した。
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５．進捗しなかった取組と主な要因
①山陰近畿自動車道の新インターチェンジの設置
②新インターチェンジ付近への道の駅等の設置
③新たな道の駅等と福部町中心部の中心地機能の連携
⇒ 一大事業で短期実現が困難

⑤町内移動手段の改善
⇒ コロナ禍で人の移動が制限

⑥居住促進の取組
⇒ コロナ禍でお試し住宅が廃止

砂丘商店街閉鎖(R2)

山陰近畿自動車道

お試し住宅

Ⅱ 今後の進め方
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１．総合支所の考え方、進め方
進捗しなかった取組の要因をさらに調査する。

進捗した取組についても、さらに前進させるための方策を探る。

進捗しなかった取組については、その要因を踏まえ、今後の継続について
判断する。（スクラップ）

時代の変化を捉え、特に若者の意見をいただきながら、新たに取り組むべ
き課題があれば、取り入れる。（ビルド）

こうした考え方や進め方に問題が無いか、まずはご意見をいただきたい。

２．まちづくり構想の全体スケジュール
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

年度 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

まちづくり構想 策定

基本計画 策定

実施計画

備考
第2期実施
計画策定

第2期基本
計画策
定、実施
計画見直
し

地域振興会議

１０年間

５年間

３年間 ３年間

５年間

３年間

３年間

平成27年度から１０年間
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３．地域振興会議とは
令和5年度～６年度福部地域振興会議委員名簿

№ 氏　　　名
備考

（現職、前職等の略歴）
備考

1 上山　弘子 福部未来学園地域創造学校運営協議会長 会長

2 中川 玄洋 公募（NPO法人ｂankup代表理事） 副会長

3 宇山　英俊 福部町区長会長

4 谷口　孝義 福部まちづくり協議会長

5 岸本　正枝 鳥取市公平委員

6 中島　幹夫 鳥取市交通安全指導員会福部地区会長

7 西尾　祥幸
未来へつなぐらっきょう将来ビジョン研究会代
表

8 西田　一幸 福部地区民生児童委員協議会長

9 濱田　香 鳥取市農業委員会長

10 松田　浩稔
鳥取大砂丘観光協会長
砂丘センター支配人

11 岩﨑 幸子 公募（福部アイデア館管理運営協議会長）

12 加藤 美幸 公募（鳥取県漁協福部支部海女）

鳥取市の一体的な発展に資する新
市域の振興のため、合併前の旧町
村区域単位に条例で設置された会
議体
定員１２人の委員が、年８回程度
の会議を通じて、地域の課題解決
に向けた議論をしている。

地域振興会議は令和６年度末で廃止
となるが、地域住民が主体となって
地域の課題を議論する場の設置要望
は根強く、令和７年度からは、要綱
設置の新たな会議体が立上り、引き
続き、地域課題が議論される予定。

大学と行政等で、まちづくり構想の進捗
状況を共有し、今後のまちづくりに大学
生（若者）の意見をいただきますよう、
ご協力をお願いします。


